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ABSTRAK 

 

KURNIA ASMARA DETA. 2013. Efektivitas Penggunaan Media Digital 

Ehon Terhadap Kemampuan Menulis Mahasiswa (Studi Eksperimen pada 

Mahasiswa Semester III Tahun Akademik 2013/2014 Jurusan Bahasa 

Jepang Universitas Negeri Jakarta). Skripsi, Jakarta: Program Studi 

Pendidikan Bahasa Jepang, Jurusan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan 

Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

Menulis merupakan kemampuan berbahasa yang memiliki tingkat 

kesulitan yang kompleks karena penulis dituntut untuk menuangkan ide 

pikiran serta gagasan dalam bentuk tertulis yang menggunakan kosakata, 

ungkapan, pola kalimat, dan cara penulisan yang tepat. Dalam pembelajaran 

bahasa Jepang, pembelajaran menulis terdapat dalam mata kuliah Sakubun 

(mengarang) yaitu membuat kalimat yang akan disusun menjadi sebuah 

paragraf atau wacana dalam bahasa Jepang. Penggunaan media dalam 

pembelajaran Sakubun dibutuhkan untuk meningkatkan motivasi dan hasil 

belajar mahasiswa. Dalam penelitian ini, penulis mengujicobakan media 

Digital Ehon yang merupakan pengembangan media dari buku cerita 

bergambar yang telah dimodifikasi sedemikian rupa oleh 国際デジタル絵

本 学 会  (International Digital Ehon Association), sehingga dapat 

diaplikasikan dengan komputer dan menjadi media pembelajaran yang 

menarik.  

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui efektivitas media Digital 

Ehon dalam pembelajaran Sakubun I pada mahasiswa semester III tahun 

akademik 2013/2014 Jurusan Bahasa Jepang Universitas Negeri Jakarta. 

Metode penelitian yang digunakan adalah eksperimen murni (true 

experimental). Desain penelitian yang digunakan adalah posttest only 

control group design yang dilakukan padamasing-masing kelas eksperimen 

dan kelas kontrol sebanyak empat kali pertemuan. Sampel yang digunakan 

adalah kelas B (eksperimen) dan kelas C (kontrol). Kelas eksperimen 

mendapat perlakuan dengan media Digital Ehon (menyimak dan menulis), 

sedangkan kelas kontrol mendapat perlakuan dengan teks cerita dongeng 

(membaca dan menulis). 

 Instrumen yang digunakan dalam penelitian ini berupa tes dan 

non-tes. Instrumen tes berupa tes menulis karangan dan instrumen non-tes 

berupa angket dengan menggunakan Skala Likert, angket refleksi diri siswa, 

dan observasi pengamat. Berdasarkan hasil analisis data, pembelajaran 

Sakubun dengan Digital Ehon lebih efektif dibandingkan dengan teks cerita 

dongeng. Berdasarkan angket dengan Skala Likert dan angket evaluasi dan 

refleksi diri, media Digital Ehon dapat mengembangkan imajinasi dalam 

mengarang, sehingga pembelajaran Sakubun menjadi lebih menarik serta 

dapat menambah wawasan mahasiswa tentang dongeng Jepang. 

 

Kata kunci : Digital Ehon, sakubun, menulis, dongeng Jepang 



大学生の書く能力に対するデジタル絵本メディアの使用の効果 

（3 学期のジャカルタ国立大学の日本語学科の大学生に対する実験研究） 

Kurnia Asmara Deta 

概要 

 

A. 背景 

 外国語を学ぶ際に、書くことは一つの重要な要因である。但し、大学

生が相応しい日本語を書くことに困難であるということは確実である。

石田敏子（1990：166）によると、「書くこと」力は総合的な外国語連用

能力を表すことである。それは、特に日本語では、語彙力、構文力、表

記の知識、漢字の知識の他に、音声的理解の確かさも平仮名による表現

に反映してくることである。 

 Iskandarwassid（2011：248）によると、言語の中で４技能であり、それ

は聞く技能、話す技能、読む技能、最後に書く技能である。４技能の中

で書く技能はより難しいである。文章を作成するため、全ての言語要素

を理解するべきである。 

 日本語の学習で書くことは二つあり、それは文字の書き方及び作文で

ある。大学で作文という授業があり、一つの課目としている。作文の書

く過程にアイディアが重要である。想像力を開発するために作文学習メ

ディアが必要である。技術が進歩してきたため、コンピューターベース

のメディアは使いやすいし、楽しく、面白く学ぶことができるようにな

る。 

 

B. 問題提供 

1. デジタル絵本メディアを利用して作文の授業の学習の過程はどうであ

るか。 

2. 作文の授業におけるデジタル絵本メディアの使用は効果はどうである

か。 



3. 作文の授業におけるデジタル絵本メディアの使用に対して学習者の反

応はどうであるか。 

 

C. 解説 

 本研究の対象はジャカルタ国立大学の日本語学科３学期の大学生であ

り、2013 年 10 月 4 日から 11 月 1 日まで行われた。本研究の方法は実験

であり、モデルは True Experimental Design を使用した。研究のデザイン

は Posttest Only Control Group Design である。サンプルは Sakubun I という

授業を学んでいる大学生である。Purposive Sampling テクニックを通じて

選ばせた 33 人であり、二つクラスを使用した。実験クラスとしては B ク

ラスの 14 名の大学生であり、統制クラスとしては C クラスの 19 名の大

学生であった。実験クラスではデジタル絵本メディアを大学生に使用さ

れ、統制クラスでは昔話のスクリプトを大学生に使用された。本研究で

は使用された方法は、試験及びアンケートである。試験は事後テストで

あり、アンケートは Likert 型である。 

 

表１．実験クラス及び統制クラスの点数 

番号 サンプル 
実験クラスの

事後テスト 

統制クラスの

事後テスト 

1 学生 1 64,13 80,13 

2 学生 2 85,68 82,31 

3 学生 3 83 84,06 

4 学生 4 60,31 57,13 

5 学生 5 61,75 59,31 

6 学生 6 61,5 58,63 

7 学生 7 83,18 78,63 

8 学生 8 82,93 80,38 

9 学生 9 60,31 82,06 

10 学生 10 60,38 59,56 

11 学生 11 83,38 57,38 

12 学生 12 84 39,56 

13 学生 13 63,75 80,43 

14 学生 14 40,75 80,68 

15 学生 15 
 

62,68 



16 学生 16 
 

37,5 

17 学生 17 
 

83,13 

18 学生 18 
 

75,43 

19 学生 19 
 

60,93 

合計点 1159,8 1515,53 

平均点 82,85 79,76 

  

 事後テストを見てみると、t 数の結果は 3,96 点であり、5%の有意平準

で t 表は 2,03 点であるということが分かった。それで、t 数は t 表より

（3,96 > 2,03）高い、Hk が棄てられ、一方 Ho は棄てられないことになっ

た。つまり、大学生の書く技能はデジタル絵本メディアを使用した大学

生及び昔話のスクリプトを使用した大学生の間に有意差があることが分

かった。 

 アンケートは実験クラスの 14 人名に回答してもらった。アンケートの

結果は下記の通りである。 

a) 「デジタル絵本メディアは叙事文を理解するために簡単になること」

に賛成したと回答した大学生は 84,28%である。 

b) 「デジタル絵本メディアで作文の授業が面白くになったこと」に賛成

したと回答した大学生は 90%である。 

c) 「デジタル絵本メディアは書く能力を増加することができること」に

賛成したと回答した大学生は 85,71%である。 

d) 「昔話のテーマは作文に想像力を開発することができない」という考

えに反対の大学生は 50%である。 

e) 「デジタル絵本メディアの使用は学習方法として良くない」という考

えに反対の大学生は 38,57%である。 

 

D. 結論 

 本研究のデータの結果に基づいて t 数は t 表より（3,96 > 2,03）高い。

Hk が棄てられ、一方 Hoは棄てられない。アンケートの結果によると、作

文の授業はデジタル絵本メディアを使用して大学生の書く技能を上達す



ることができる。大学生の想像力を開発することができるので楽しく、

面白く学習することになった。 

 一方、この研究には多くの欠点があり、次の研究者が同様の研究を実

施し、デジタル絵本メディアは確かに効果的な立証を期待している。こ

のメディアは作文の授業だけでなく、聴解の授業も読解の授業で使用す

ることは可能である。 
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